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り展開している．2013年度から 2015年 6月までは，藤沢市の 4行政地区を対象に「情報提供」，「教育機
会」，「住民間のサポート・コミュニティ形成促進」を用いた多レベル多面的な介入を実施した．その成果評価












は，”Awareness of physical activity promotion, physical activity, and sedentary behavior in 
elderly Japanese. (「日本人高齢者における身体活動プロモーションの認知と身体活動・財行動の関連
性」，Tajima T, Saito Y, Kato R, Kibayashi Y, Miyachi M, Lee IM, Oguma Y著)”として，すでに，the 


















Journal of Physical Fitness and Sports Medicine. 2018;7(2):113-9に掲載されている．65歳以上の










































































２） 研究 Iには知識についての検討がなされていない点． 
３） 研究 I では，プロジェクトに関連したマテリアルの写真をみて，知っているかを問う質問をよりどころに
しており，真の“認知”なのか疑問である点．これに替わる質問を考慮しなかった点． 
それぞれの指摘に対し， 
１）4地区と 9地区でポスターやリーフレットなどのマテリアルを見たことがある人の割合に有意差を認めな
かったこと， 
２）知識については，別の設問で質問しており，2013年度の市の質問紙調査と 2015年度の介入前後で差が
みられなかったこと， 
３）認知について，２）と同様別の項目で，2013年，2015年の市の質問紙調査で質問していることの説明，
および，２）３）をふまえ，ロジックモデルに基づき，そもそも意識や知識が高い人が身体活動促進につながる
可能性があり，研究Iおよび研究IIに発展した経緯の補足がなされた． 
また，疫学研究として，解析の時点で行える補正ならびに層別解析や交互作用の有無の検討，対象者や除外者
の特徴の吟味などの丁寧な検討が必要である点が指摘され，今後の検討課題とされた． 
 
【審査結果】 
以上のように，改善の余地はある論文ではあるが，時勢を得たテーマであり，今後，身体活動にかかわるポピ
ュレーションアプローチ領域の研究を立案，遂行するにあたっての課題や問題点を提示することができたこと
は新規性の点でも大いに評価出来るものである．以上より，本論文は学位申請論文として相応の価値のあるも
のと判断し，審査担当者は一致して，田島敬之君に博士（公衆衛生学）の学位を授与することが適当であると判
断した． 
 
 
 
 
 
 
 
